
















本論文の課題は、篠原助市 (1876-1957) 1批判的教育学」 とその前提にある彼の国
体観との関係を、 『批判的教育学の問題.1 (1922年)における、 「自然の理性化」の、 「社
会による教育・社会の為の教育jとしての展開、に焦点をあてて解明することにある。



























































































































































































































































































































































































































































































































































「社会」はその構成員の 「意志」 の 「純真な






























































































育者」 を代入する。そして、 「被教育者」 と「教









を立たしむることである 0 ・・[ I日各]・・・草に一























































































































(3)篠原助市 「教育即生活論J(初出、 1920年 1月l日・向斗
12月IR)、篠原W)市 『批判的教育学の問題j東京宝文館、
1922 (大正 11) il~ 5月 [以下、 『批判的jと略記]、p.151 



















154 「東洋大学文学部紀要」第68集 教育学科編 XL (2014年度)
校と社会jを含む)受容の検討ー」、 r(東洋大学)アジア文
化研究所研究年報 20日年 第46号J(201年2月初日)、





pp. 1 -12米i畢正雄「京都帝国大学 ・同大学大学院在学中の
篠原助市における 「批判的教育学」確立とテeユーイ教育思想
批判との関係の解明」、 r(東洋大学) アジア文化研究所研究








生活J. 1家庭J. 1学校社会」・「作業団体」・ 「自治」の五項目
から構成される)に引き継がれ、最終的には、『訓練原論
道徳教育の原理と方法 j1第六章 生活と性格陶冶J(1第











pp. 208 -211.) 
(11) r批判的』、p.42 
(12)篠原助市 「ヂュ イの教育論J(初出、1917年 12月1日
1918年1月1日)、『批判的j、p.390
(13) r五十年j、pp.84 -85尚、 「第十九 訓練綱領及要目に
ついて福井県師範学校附属小学校」、金港堂編集部編 『全国
附属小学校の新研究J1910 (明治43)年、復刻版、寺崎昌男・




























造の解明 (2)ー 雑誌 f学校教育jに見る広島高師教育科(1918
年4月一1920年3月)における勉学状況と鯵坂(小原)国芳「哲
学と新教育論」の影響-jJr東洋大学文学部紀要 第60集











ける 「動向J1構成J1反省」となる。(参照、 手塚岸衛 f自
由教育民義j1中筋 教育王張J1七動向、構成、反省 (ー )J 
「八同 (二)J、東京宝文館、 1922年。)
(22)同書、pp.285 -286篠原による、 JamesMark Baldwin. 
SoaaJ and Ethli，1J Jnterprewions in MentaJ DeveJopment: A St/ldy UI SOCUJJ 
Ps.vchoJogy (1897)解釈についての検討は今後の課題とする。
(23) I司己i、pp.287 -288 
(24)同書、pp.304-305 
(25)同昔、pp.302-303 
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